
政
令
第

号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部

の
施
行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（

平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

公
営
住
宅
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
入
居
者
資
格
）

第
六
条

法
第
二
十
三
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
二
十
五
万
九
千
円
と
す
る
。

２

法
第
二
十
三
条
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
十
五
万
八
千
円
と
す
る
。

第
八
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
十
三
条
第
二
号
イ
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二

十
三
条
第
二
号
ロ
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項
の
表
中
「
十
五
万
八
千



円
を
超
え
」
を
削
る
。

第
十
四
条
第
二
項
を
削
る
。

（
道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
七
第
一
項
第
二
号
、
第
十
一
条
の
九
第
一
項
第
二
号
及
び
第
十
一
条
の
十
第
一
項
第
二
号
中
「
幅
員
が
」
の

下
に
「
、
国
道
に
あ
つ
て
は
」
を
、
「
規
定
す
る
幅
員
」
の
下
に
「
、
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
に
あ
つ
て
は
こ
れ
ら
の

規
定
に
規
定
す
る
幅
員
を
参
酌
し
て
法
第
三
十
条
第
三
項
の
条
例
で
定
め
る
幅
員
」
を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
の
二
の
三
第
二
項
第
一
号
中
「
道
路
構
造
令
」
を
「
当
該
改
築
に
係
る
道
道
又
は
道
の
区
域
内
の
市
町
村
道

に
法
第
三
十
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
を
適
用
し
た
場
合
に
当
該
基
準
に
適
合
し
な
い
こ
と
と
な
る
改
築
又
は
当
該

場
合
に
道
路
構
造
令
」
に
、
「
同
令
の
」
を
「
同
項
に
規
定
す
る
」
に
、
「
で
き
る
」
を
「
で
き
る
こ
と
と
な
る
」
に
、
「

こ
れ
」
を
「
こ
れ
ら
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
車
道
」
を
「
当
該
改
築
に
係
る
道
道
又
は
道
の
区
域
内
の
市
町
村
道
に

法
第
三
十
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
を
適
用
し
た
場
合
に
、
車
道
」
に
、
「
要
し
な
い
」
を
「
要
し
な
い
こ
と
と
な

る
」
に
改
め
る
。



（
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
十
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
同
令
の
」
を
「
同
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
並
び
に
前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
」
を
「
、
少
額
改
築
、
特
例
舗
装
並
び
に
前
条
第

一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

前
項
の
「
少
額
改
築
」
と
は
、
当
該
改
築
に
係
る
都
道
府
県
道
等
に
道
路
法
第
三
十
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準

を
適
用
し
た
場
合
に
当
該
基
準
に
適
合
し
な
い
こ
と
と
な
る
改
築
又
は
当
該
場
合
に
道
路
構
造
令
第
三
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
規
定
に
よ
る
基
準
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
改
築
で
、
こ
れ
ら
に
要
す
る

費
用
の
額
が
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
額
を
超
え
な
い
も
の
を
い
う
。

４

第
二
項
の
「
特
例
舗
装
」
と
は
、
当
該
改
築
に
係
る
都
道
府
県
道
等
に
道
路
法
第
三
十
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基

準
を
適
用
し
た
場
合
に
、
車
道
の
舗
装
に
つ
き
道
路
構
造
令
第
二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
に
よ
る
こ
と
を
要
し

な
い
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
け
る
当
該
道
路
の
舗
装
を
い
う
。



（
下
水
道
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

下
水
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
第
四
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
「
認
可
を

受
け
た
」
を
削
り
、
「
第
五
条
」
を
「
第
五
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
見
出
し
中
「
認
可
の
申
請
」
を
「
協
議
の
申
出
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第
二
項

（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
、
「
認
可
を
受
け
よ
う
」
を
「
協
議
を
申
し
出
よ
う
」
に
、
「

申
請
書
に
」
を
「
申
出
書
に
」
に
、
「
変
更
を
」
を
「
変
更
の
内
容
を
」
に
改
め
、
「
の
各
号
」
を
削
り
、
「
国
土
交
通
大

臣
（
」
を
「
都
道
府
県
知
事
（
都
道
府
県
が
設
置
す
る
公
共
下
水
道
の
事
業
計
画
そ
の
他
」
に
、
「
都
道
府
県
知
事
）
」
を

「
国
土
交
通
大
臣
）
」
に
改
め
、
後
段
を
削
る
。

第
四
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
す
る
事
業
計
画
）

第
四
条
の
二

法
第
四
条
第
二
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
業

計
画
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「



指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
が
設
置
す
る
公
共
下
水
道
の
事
業
計
画
の
う
ち
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

と
す
る
。

一

予
定
処
理
区
域
（
予
定
処
理
区
域
を
拡
張
す
る
変
更
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
変
更
後
の
予
定
処
理
区
域
）
の
面

積
が
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
公
共
下
水
道
の
事
業
計
画

二

流
域
下
水
道
（
雨
水
流
域
下
水
道
を
除
く
。
）
に
接
続
す
る
公
共
下
水
道
の
事
業
計
画

三

第
五
条
の
二
第
二
号
（
処
理
施
設
に
係
る
吐
口
の
配
置
の
変
更
以
外
の
変
更
に
限
る
。
）
、
第
三
号
又
は
第
五
号
に

掲
げ
る
変
更
の
み
の
変
更
に
係
る
事
業
計
画

第
五
条
の
二
を
削
る
。

第
五
条
の
見
出
し
中
「
認
可
」
を
「
協
議
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第
六
項
」
に
改
め
、

同
条
を
第
五
条
の
二
と
す
る
。

第
四
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
環
境
大
臣
の
意
見
を
聴
く
こ
と
等
を
要
し
な
い
場
合
）

第
五
条

法
第
四
条
第
三
項
又
は
第
五
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定



す
る
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

予
定
処
理
区
域
の
面
積
が
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
公
共
下
水
道
に
係
る
協
議
又
は
届
出
（
予
定
処
理
区
域
の
拡
張
に

係
る
事
業
計
画
の
変
更
の
協
議
又
は
届
出
に
あ
つ
て
は
、
変
更
後
の
予
定
処
理
区
域
の
面
積
が
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え

る
場
合
を
除
く
。
）
を
受
け
た
場
合

二

流
域
下
水
道
（
雨
水
流
域
下
水
道
を
除
く
。
）
に
接
続
す
る
公
共
下
水
道
に
係
る
協
議
又
は
届
出
を
受
け
た
場
合

三

終
末
処
理
場
の
配
置
又
は
下
水
の
処
理
能
力
の
変
更
を
伴
わ
な
い
事
業
計
画
の
変
更
に
係
る
協
議
又
は
届
出
を
受
け

た
場
合

第
八
条
の
二
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
四
の
見
出
し
中
「
認
可
の
申
請
」
を
「
協
議
の
申
出
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
二
十
五
条
の
三
第
一
項
（
同

条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
三
第
二
項
（
同
条
第
七
項
」
に
、
「
認
可
を
受
け
よ
う
」
を
「
協
議
を
申
し
出
よ
う
」
に

、
「
申
請
書
」
を
「
申
出
書
」
に
、
「
変
更
を
」
を
「
変
更
の
内
容
を
」
に
改
め
、
「
国
土
交
通
大
臣
」
の
下
に
「
（
次
条

に
規
定
す
る
事
業
計
画
に
あ
つ
て
は
、
都
道
府
県
知
事
）
」
を
加
え
、
後
段
を
削
り
、
同
条
第
一
号
中
「
第
十
七
条
の
六
第

七
号
」
を
「
第
十
七
条
の
七
第
七
号
」
に
改
め
る
。



第
十
七
条
の
九
を
第
十
七
条
の
十
と
し
、
第
十
七
条
の
八
を
第
十
七
条
の
九
と
し
、
第
十
七
条
の
七
を
第
十
七
条
の
八
と

す
る
。

第
十
七
条
の
六
の
見
出
し
中
「
認
可
」
を
「
協
議
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
二
十
五
条
の
三
第
四
項
」
を
「
第
二
十
五

条
の
三
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
の
七
と
す
る
。

第
十
七
条
の
五
の
見
出
し
中
「
こ
と
」
を
「
こ
と
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
二
十
五
条
の
三
第
四
項
」
を
「
第
二
十
五

条
の
三
第
七
項
」
に
、
「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
四
項
又
は
第
六
項
」
に
、
「
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
」
を
「
協
議
又

は
届
出
を
受
け
た
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
の
六
と
す
る
。

第
十
七
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
知
事
に
協
議
す
る
事
業
計
画
）

第
十
七
条
の
五

法
第
二
十
五
条
の
三
第
二
項
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
政
令
で

定
め
る
事
業
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

指
定
都
市
以
外
の
市
町
村
が
設
置
す
る
流
域
下
水
道
の
事
業
計
画

二

指
定
都
市
が
設
置
す
る
流
域
下
水
道
の
事
業
計
画
の
う
ち
、
第
十
七
条
の
七
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
四
号



（
処
理
施
設
に
係
る
吐
口
の
配
置
の
変
更
以
外
の
変
更
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
変
更
の
み
の
変
更
に
係
る
事
業
計
画

第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
都
道
府
県
以
外
の
地
方
公
共
団
体
」
を
「
指
定
都
市
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

都
道
府
県
及
び
指
定
都
市
以
外
の
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
公
共
下
水
道

第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
第
三
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

都
道
府
県
及
び
指
定
都
市
以
外
の
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
流
域
下
水
道

第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
中
「
法
第
四
条
第
一
項
の
認
可
又
は
」
を
削
る
。

第
二
十
五
条
を
削
り
、
第
二
十
四
条
の
五
を
第
二
十
五
条
と
す
る
。

附
則
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
し
、
第
四
項
を
第
三
項
と
し
、
第
五
項
を
第
四
項
と
す
る
。

附
則
第
六
項
中
「
附
則
第
四
項
」
を
「
附
則
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
五
項
と
す
る
。

附
則
第
七
項
中
「
附
則
第
四
項
」
を
「
附
則
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
六
項
と
す
る
。

附
則
中
第
八
項
を
第
七
項
と
し
、
第
九
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

（
住
宅
地
区
改
良
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）



第
五
条

住
宅
地
区
改
良
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
百
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
後
段
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
公
営
住
宅
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
第
六
条
第
一
項
中
「
二
十
五
万

九
千
円
」
と
あ
る
の
は
「
十
五
万
八
千
円
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
十
五
万
八
千
円
」
と
あ
る
の
は
「
十
一
万
四
千
円
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
及
び
第
二
項
の
表
第
二
種
公
営
住
宅
の
項
」
を
削
り
、
「
「
公
営
住
宅
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
五
十
五
号
）
」
を
「
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
三
十
二
条
の
規
定
」
に
、
「
第
二
十
三
条

第
二
号
イ
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
号
イ
」
に
、
「
十
三
万
九
千
円
」
を
「
十
五
万
八
千
円
」
に
、
「
同
号
ハ
」
を
「
同
号

ロ
」
に
改
め
、
「
十
一
万
四
千
円
」
の
下
に
「
を
参
酌
し
て
十
五
万
八
千
円
以
下
で
施
行
者
が
条
例
で
定
め
る
金
額
」
を
加

え
、
「
同
表
第
二
種
公
営
住
宅
の
項
中
」
を
「
同
条
第
二
項
の
表
第
二
種
公
営
住
宅
の
項
中
「
十
一
万
五
千
円
」
と
あ
る
の

は
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
三
十

二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
二
十
三
条
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
十
五
万
八
千
円
以
下
で
施
行
者
が
条



例
で
定
め
る
金
額
、
同
号
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
十
一
万
四
千
円
を
参
酌
し
て
十
五
万
八
千
円
以
下
で
施
行
者
が
条

例
で
定
め
る
金
額
」
と
、
」
に
改
め
る
。

（
河
川
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
六
条
中
「
第
七
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
を
「
第
七
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
百
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
第
一
号
中
「
同
令
の
」
を
「
同
項
に
規
定
す
る
」
に
、
「
も
の
」
を
「
一
般
国
道
の
改
築
又
は
道
路
法
（

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
を
適
用
し
た
場
合
に
同
令
第
三
十
八
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
規
定
に
よ
る
基
準
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
都
道
府
県
道
若
し
く
は
市

町
村
道
の
改
築
（
次
号
に
お
い
て
「
都
道
府
県
道
等
交
通
安
全
小
区
間
改
築
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「

拡
幅
で
」
を
「
拡
幅
（
」
に
、
「
同
令
の
」
を
「
同
項
に
規
定
す
る
」
に
、
「
も
の
」
を
「
一
般
国
道
の
改
築
又
は
都
道
府



県
道
等
交
通
安
全
小
区
間
改
築
に
限
る
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
」
を
削

る
。

（
道
路
構
造
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

道
路
構
造
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
道
路
の
」
を
「
高
速
自
動
車
国
道
及
び
一
般
国
道
の
」
に
改
め
、
「
一
般
的
技
術
的
基
準
」
の
下
に
「
（
都

道
府
県
道
及
び
市
町
村
道
の
構
造
の
一
般
的
技
術
的
基
準
に
あ
つ
て
は
、
道
路
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
条
第

一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
十
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団

体
の
条
例
で
都
道
府
県
道
及
び
市
町
村
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
（
同
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
十
二
号
に
掲
げ
る
事
項

に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
参
酌
す
べ
き
一
般
的
技
術
的
基
準
」
を
加
え
る
。

第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
高
速
自
動
車
国
道
及
び
一
般
国
道
の
構
造
の
一
般
的
技
術
的
基
準
）

第
三
条
の
二

高
速
自
動
車
国
道
又
は
一
般
国
道
を
新
設
し
、
又
は
改
築
す
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
道
路
の
構
造
の
一

般
的
技
術
的
基
準
は
、
次
条
か
ら
第
四
十
条
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。



第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
又
は
第
四
種
第
四
級
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
「

及
び
第
四
種
第
四
級
」
を
削
り
、
「
あ
た
り
」
を
「
当
た
り
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
又
は
第
四
種
第
四
級
」
を
削
り

、
同
項
た
だ
し
書
中
「
き
わ
め
て
」
を
「
極
め
て
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
（
第
四
級
を
除
く
。
）
」
を
削
る
。

第
十
条
の
二
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
又
は
第
四
種
第
四
級
」
を
削
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
（
第
四
級
を
除
く
。
）
」
及
び
「
若
し
く
は
第
四
種
第
四
級
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
及
び
第
四

項
た
だ
し
書
中
「
又
は
第
四
種
第
四
級
」
を
削
る
。

第
十
二
条
第
一
図
中
「
又
は
第
四
種
第
四
級
」
を
削
る
。

第
十
三
条
第
一
項
の
表
第
四
種
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第

一

級

六
〇

五
〇
又
は
四
〇

第

四

種

第

二

級

六
〇
、
五
〇
又
は
四
〇

三
〇

第

三

級

五
〇
、
四
〇
又
は
三
〇

二
〇

第
三
十
一
条
の
二
中
「
第
四
種
第
四
級
の
道
路
又
は
」
を
削
る
。



第
三
十
七
条
中
「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
「
又
は
都
道
府
県
道
の
区
域
を
変
更
し
、
当
該
変
更
に
係
る
部
分

を
市
町
村
道
と
す
る
計
画
が
あ
る
場
合
」
を
削
り
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
五
項
、
第
十
条
の
二
第
三
項
た
だ
し
書
、
第
十
一
条
第
四
項

た
だ
し
書
並
び
に
第
十
二
条
中
「
第
三
種
第
五
級
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
種
第
五
級
又
は
第
四
種
第
四
級
」
と
、
第
五
条

第
三
項
中
「
及
び
第
三
種
第
五
級
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
第
三
種
第
五
級
及
び
第
四
種
第
四
級
」
と
、
第
九
条
第
一
項

及
び
第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
四
種
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
種
（
第
四
級
を
除
く
。
）
」
と
、
同
項
中
「
第
三
種
の
」
と

あ
る
の
は
「
第
三
種
若
し
く
は
第
四
種
第
四
級
の
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
種
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
種
又
は
第
四

種
第
四
級
」
と
、
第
十
三
条
第
一
項
中
「
上
欄
に
掲
げ
る
値
」
と
あ
る
の
は
「
上
欄
に
掲
げ
る
値
（
当
該
道
路
が
第
四
種

第
四
級
の
道
路
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
時
間
に
つ
き
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
又
は
二
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
」
と
、
第
三
十
一
条
の
二
中
「
主
と
し
て
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
種
第
四
級
の
道
路
又
は
主
と
し
て
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
道
及
び
市
町
村
道
の
構
造
の
一
般
的
技
術
的
基
準
等
）



第
四
十
一
条

都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
を
新
設
し
、
又
は
改
築
す
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
道
路
の
構
造
の
一
般
的

技
術
的
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
、
第
十
二
条
、
第
三
十
五
条
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
（
法
第
三
十
条
第
一
項

第
十
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
九
条
第
四
項
並
び
に
前
条
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
中
「
第
三
種
第
五
級
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
三
種
第
五
級
又
は
第
四
種
第
四
級
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
三
十
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
か
ら
第
十
一
条
の
四
ま
で
、
第
十
三
条
か
ら
第
三

十
四
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
第
一
項
及
び
第
四
項
（
法
第
三
十
条
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
部
分
を
除
く

。
）
、
第
三
十
六
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
三
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
五
項
及
び
第
六
項
並
び
に
前

条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
及

び
第
五
項
、
第
十
条
の
二
第
三
項
た
だ
し
書
並
び
に
第
十
一
条
第
四
項
た
だ
し
書
中
「
第
三
種
第
五
級
」
と
あ
る
の
は
「

第
三
種
第
五
級
又
は
第
四
種
第
四
級
」
と
、
第
五
条
第
三
項
中
「
及
び
第
三
種
第
五
級
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
第
三
種

第
五
級
及
び
第
四
種
第
四
級
」
と
、
第
九
条
第
一
項
及
び
第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
四
種
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
種
（
第

四
級
を
除
く
。
）
」
と
、
同
項
中
「
第
三
種
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
種
若
し
く
は
第
四
種
第
四
級
の
」
と
、
同
条
第
二



項
中
「
第
三
種
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
種
又
は
第
四
種
第
四
級
」
と
、
第
十
三
条
第
一
項
中
「
上
欄
に
掲
げ
る
値
」
と
あ

る
の
は
「
上
欄
に
掲
げ
る
値
（
当
該
道
路
が
第
四
種
第
四
級
の
道
路
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
時
間
に
つ
き
四
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
又
は
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
」
と
、
第
三
十
一
条
の
二
中
「
主
と
し
て
」
と
あ
る
の

は
「
第
四
種
第
四
級
の
道
路
又
は
主
と
し
て
」
と
、
第
三
十
七
条
中
「
一
般
国
道
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
道
」
と
、

「
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
」
と
あ
り
、
及
び
「
他
の
道
路
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
道
」
と
、
「
当
該
部
分
」
と
あ

る
の
は
「
当
該
都
道
府
県
道
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
河
川
管
理
施
設
等
構
造
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

河
川
管
理
施
設
等
構
造
令
（
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
百
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
準
用
河
川
に
設
け
る
河
川
管
理
施
設
等
の
構
造
に
つ
い
て
市
町
村
が
参
酌
す
べ
き
基
準
）

第
七
十
七
条

法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
二
条

か
ら
第
七
十
四
条
ま
で
及
び
前
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
第
四
号
及
び
第
八
号
中
「
河
川

整
備
基
本
方
針
に
従
つ
て
、
過
去
」
と
あ
る
の
は
「
過
去
」
と
、
同
条
第
五
号
中
「
河
川
整
備
基
本
方
針
に
従
つ
て
、
河



川
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
河
川
管
理
者
」
と
、
同
条
第
七
号
中
「
河
川
整
備
基
本
方
針
に
従
つ
て
、
計
画
高
水
流
量
」

と
あ
る
の
は
「
計
画
高
水
流
量
」
と
、
同
条
第
十
号
中
「
河
川
整
備
基
本
方
針
に
定
め
ら
れ
た
」
と
あ
る
の
は
「
河
川
管

理
者
が
定
め
た
」
と
、
第
七
十
三
条
第
四
号
中
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

（
景
観
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

景
観
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
九
号
中
「
埠
頭
保
安
規
程
」
を
「
埠
頭
保
安
規
程
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
号
中
「
認
可
に
係
る
」
を
削
る
。

ふ

第
二
十
条
第
六
号
イ
中
「
命
令
」
の
下
に
「
及
び
条
例
」
を
加
え
、
同
号
イ

中
「
第
四
十
五
条
第
二
項
」
の
下
に
「
及

(1)

び
第
三
項
」
を
加
え
る
。

第
二
十
五
条
第
二
号
イ
中
「
命
令
」
の
下
に
「
及
び
条
例
」
を
加
え
、
同
号
イ

中
「
第
四
十
五
条
第
二
項
」
の
下
に
「

(1)

及
び
第
三
項
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）



第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
公
営
住
宅
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
以

下
「
第
一
次
一
括
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て

、
住
宅
地
区
改
良
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
次
一
括
法
第
三

十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
。
以
下
「
新
公
営
住
宅
法
」
と
い
う

。
）
第
二
十
三
条
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
改
良
住
宅
（
住
宅
地
区
改
良
法
第

二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
改
良
住
宅
を
い
う
。
附
則
第
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
入
居
者
の
資
格
に
つ
い
て
は
、
住
宅
地

区
改
良
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
公
営
住
宅
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
住
宅
地
区
改
良
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
次
一
括
法
第
三
十
二
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
公
営
住
宅
法
第
二
十
三
条
中
「
次
の
各
号
（
老
人
、
身
体
障
害
者
そ
の
他
の
特
に
居
住
の
安
定
を

図
る
必
要
が
あ
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
（
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
老
人
等
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
第
二
号

及
び
第
三
号
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
号
及
び
第
三
号
」
と
す
る
。



第
三
条

第
一
次
一
括
法
第
三
十
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
新
公
営
住

宅
法
第
二
十
三
条
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災

街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
号
中
「
公
営
住
宅
法
第
二
十
三
条
各
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の

推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
七
号
）
附
則
第
十
四
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
公
営
住
宅
法

第
二
十
三
条
第
二
号
及
び
第
三
号
」
と
す
る
。

第
四
条

第
一
次
一
括
法
第
三
十
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
新
公
営
住

宅
法
第
二
十
三
条
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円

滑
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
百
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

号
中
「
公
営
住
宅
法
第
二
十
三
条
各
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
七
号
）
附
則
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
公
営
住
宅
法
第
二
十



三
条
第
二
号
及
び
第
三
号
」
と
す
る
。

第
五
条

第
一
次
一
括
法
第
三
十
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
前
に
公
営
住
宅
（
公
営
住
宅
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
公
営

住
宅
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
改
良
住
宅
の
入
居
者
の
公
募
が
開
始
さ
れ
、
か
つ
、
同
日
以
後
に
入

居
者
の
決
定
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
け
る
当
該
公
募
に
応
じ
て
入
居
の
申
込
み
を
し
た
者
に
係
る
公
営
住
宅
又
は

改
良
住
宅
の
入
居
者
の
資
格
に
つ
い
て
は
、
新
公
営
住
宅
法
第
二
十
三
条
（
住
宅
地
区
改
良
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
一
次
一
括
法
附
則
第
十
四
条
第
三
項
並
び
に
附
則
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
新
公
営
住
宅
法
第
二
十
二
条
第
一
項
（
住
宅
地
区
改
良
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
事
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
同
日
前
に
公
営
住
宅
又
は
改
良
住
宅
の
入
居
の
申
込
み
が
さ

れ
、
か
つ
、
同
日
以
後
に
入
居
者
の
決
定
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
き
に
お
け
る
当
該
公
営
住
宅
又
は
改
良
住
宅
の
入
居
の

申
込
み
を
し
た
者
に
係
る
公
営
住
宅
又
は
改
良
住
宅
の
入
居
者
の
資
格
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

（
河
川
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条

第
一
次
一
括
法
第
三
十
六
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
同
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
三
条



第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
第
一
次
一
括
法
第
三
十
六
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に

存
す
る
河
川
管
理
施
設
等
（
河
川
管
理
施
設
等
構
造
令
第
七
十
三
条
に
規
定
す
る
河
川
管
理
施
設
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
現
に
工
事
中
の
河
川
管
理
施
設
等
（
既
に
河
川
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
、
工
事
に

着
手
す
る
に
至
ら
な
い
許
可
工
作
物
（
同
項
の
許
可
を
受
け
て
設
置
さ
れ
る
工
作
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ

。
）
を
含
む
。
）
が
第
一
次
一
括
法
附
則
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
条
例
で
定
め
る
技
術
的
基
準
と
み
な
さ
れ
る
同
令

第
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
同
令
第
二
条
か
ら
第
七
十
四
条
ま
で
及
び
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
基
準
に
適
合

し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
河
川
管
理
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
工
事
の

着
手
（
許
可
工
作
物
に
あ
っ
て
は
、
河
川
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
許
可
）
が
第
一
次
一
括
法
第
三
十
六
条
の
規
定
の
施
行

の
後
で
あ
る
改
築
（
災
害
復
旧
又
は
応
急
措
置
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
河
川
管
理
施
設
等
に
つ
い
て
は

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
下
水
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
四
十
七
号
）
の
項
を
削
る
。



（
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
二
百
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
第
一
道
路
の
項
県
道
の

中
「
も
の
及
び
財
政
特
別
措
置
法
施
行
令
第
一
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
」
を
「
も
の

(一)

並
び
に
財
政
特
別
措
置
法
施
行
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
及
び
同
令
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
例
舗
装
」
に
、
「
）
及

び
財
政
特
別
措
置
法
施
行
令
第
一
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
」
を
「
）
並
び
に
財
政
特
別
措
置
法
施
行
令
第
一
条
第
一
項

第
二
号
及
び
第
五
号
並
び
に
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
少
額
改
築
及
び
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
例
舗
装
」
に
改
め
、

同
項
県
道
の

中
「
第
一
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
」
を
「
第
一
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
条
第
三
項
に

(二)

規
定
す
る
少
額
改
築
若
し
く
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
例
舗
装
」
に
改
め
、
同
項
市
町
村
道
の

中
「
及
び
」
を
「
並

(二)

び
に
」
に
、
「
第
一
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
」
を
「
第
一
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
五
号
並
び
に
第
二
条
第
三
項
に
規

定
す
る
少
額
改
築
及
び
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
例
舗
装
」
に
改
め
、
同
項
市
町
村
道
の

中
「
第
一
条
第
一
項
第
二
号

(三)

又
は
第
四
号
」
を
「
第
一
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
例
舗
装
」
に
改
め
る
。

（
後
進
地
域
の
開
発
に
関
す
る
公
共
事
業
に
係
る
国
の
負
担
割
合
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）



第
九
条

後
進
地
域
の
開
発
に
関
す
る
公
共
事
業
に
係
る
国
の
負
担
割
合
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政

令
第
二
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
号
チ
中
「
及
び
」
を
「
（
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
に
関
す
る
事
業
に
あ
つ
て
は
、
同
項
第
二
号
及
び
第

五
号
に
掲
げ
る
も
の
並
び
に
同
令
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
少
額
改
築
及
び
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
例
舗
装
）
及
び

」
に
、
「
第
三
条
第
三
項
又
は
第
四
項
」
を
「
第
三
条
第
四
項
又
は
第
五
項
」
に
改
め
る
。

（
車
両
制
限
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

車
両
制
限
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
限
る
。
）
」
の
下
に
「
を
参
酌
し
て
法
第
三
十
条
第
三
項
の
条
例
で
定
め
る
基
準
」
を
加
え
、
「
こ

え
な
い
」
を
「
超
え
な
い
」
に
改
め
る
。

（
成
田
国
際
空
港
周
辺
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

成
田
国
際
空
港
周
辺
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第

二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
道
路
構
造
令
」
を
「
当
該
改
築
に
係
る
道
路
に
道
路
法
第
三
十
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
を



適
用
し
た
場
合
に
当
該
基
準
に
適
合
し
な
い
こ
と
と
な
る
改
築
又
は
当
該
場
合
に
道
路
構
造
令
」
に
、
「
同
令
の
」
を
「
同

項
に
規
定
す
る
」
に
、
「
で
き
る
」
を
「
で
き
る
こ
と
と
な
る
」
に
、
「
こ
れ
」
を
「
こ
れ
ら
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中

「
車
道
」
を
「
当
該
改
築
に
係
る
道
路
に
道
路
法
第
三
十
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
を
適
用
し
た
場
合
に
、
車
道
」

に
、
「
要
し
な
い
」
を
「
要
し
な
い
こ
と
と
な
る
」
に
改
め
る
。

（
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
五
項
中
「
第
一
条
第
一
項
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
も
の
」
を
「
第
一
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第

五
号
に
掲
げ
る
も
の
並
び
に
同
令
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
少
額
改
築
及
び
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
例
舗
装
」
に
改

め
る
。

（
明
日
香
村
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
及
び
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

明
日
香
村
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
及
び
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
五
十

五
年
政
令
第
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
号
中
「
掲
げ
る
事
業
」
の
下
に
「
（
県
道
又
は
村
道
に
関
す
る
事
業
に
あ
つ
て
は
、
同
項
第
二
号
及
び
第
五



号
に
掲
げ
る
事
業
並
び
に
同
令
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
少
額
改
築
及
び
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
例
舗
装
）
」
を
加

え
る
。

第
五
条
第
二
号
中
「
第
一
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
」
を
「
第
一
条
第
一
項
第

二
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
並
び
に
同
令
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
少
額
改
築
及
び
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
例

舗
装
」
に
改
め
る
。

（
行
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
当
面
講
ず
べ
き
措
置
の
一
環
と
し
て
の
国
の
補
助
金
等
の
縮
減
そ
の
他
の
臨
時
の
特
例
措
置

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
定
地
域
に
係
る
国
の
負
担
、
補
助
等
の
特
例
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

行
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
当
面
講
ず
べ
き
措
置
の
一
環
と
し
て
の
国
の
補
助
金
等
の
縮
減
そ
の
他
の
臨
時
の
特

例
措
置
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
定
地
域
に
係
る
国
の
負
担
、
補
助
等
の
特
例
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
第

五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
十
三
号
中
「
附
則
第
五
項
」
を
「
附
則
第
四
項
」
に
改
め
る
。

（
北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
六
十
一
年
政
令
第
二
百
五



十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
号
中
「
掲
げ
る
事
業
」
の
下
に
「
（
道
道
又
は
道
の
区
域
内
の
市
町
道
に
関
す
る
事
業
に
あ
つ
て
は
、
同
項

第
二
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
業
並
び
に
同
令
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
少
額
改
築
及
び
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特

例
舗
装
）
」
を
加
え
る
。

（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
一
号
中
「
幅
員
が
」
の
下
に
「
、
国
道
に
あ
っ
て
は
」
を
、
「
規
定
す
る
幅
員
」
の
下
に
「
、
都
道
府
県
道

又
は
市
町
村
道
に
あ
っ
て
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
幅
員
を
参
酌
し
て
道
路
法
第
三
十
条
第
三
項
の
条
例
で
定
め
る
幅

員
」
を
加
え
る
。


